
 

 

 

 

 

 



《園評価アンケート 自由意見・園への感想や要望等》 

◆いつも本当に良くして頂いて、凄く嬉しいです。 

子供も、泣きはしますがお迎えに行くまでお友達と楽しく遊んだり、色々な制作をさせてくださったり、日々

成長を感じます。南さくらさんに入れてとても良かったと思っています。これからもよろしくお願いします。 

◆子どもの様子をもう少し教えてもらえると嬉しい。インスタのストーリーや連絡帳の更新が増えると嬉しい。 

◆どの先生方も明るく気さくで、子供の様子を足を止めて話してくださったり、私自身が体調を崩した際には気

遣いの言葉をかけてくださいました。親子共に気にかけてくださる温かい園の対応が嬉しいです。また、野菜を

自分たちで育てて食べる事で嫌いだった野菜が食べれるようになったり、給食が変わった事で風邪をひかなくな

ったり、朝トイレができるようになってきていることがありがたいです。 

◆親御さんの意見をもとに決定しました。と報告がありますがその事柄に対し、どんな意見があって、どんな話

し合いがなされ決定したのかを詳細に教えて欲しい。意見を求められた人がまわりにはいないので、何処からの

意見なのか知りたいと思います。 

◆いつもありがとうございます。大勢の子供達を見ているのに、お迎えの時に我が子のことを色々と教えてくだ

さりありがとうございます。 

保護者でも様々な意見を持った方がいるかもしれませんが、私は素晴らしい発表の機会もあり（その分、先生方

の負担は計り知れませんが）、こちらの幼稚園に通わせて良かったと心から思っています。本当にいつもありが

とうございます。 

◆いつも子どもを預かっていただきありがとうございます。安心して仕事ができています。 

◆いつもありがとうございます。園でいろんなことを学んでいるようで、今日は何をしたなど教えてくれ、いろ

んな経験ができているんだと感じています。給食のごはんは美味しいみたいで、給食の〜が食べたいなどよく

言っています。コパンのプールを楽しみにしていたので、無くなってしまうのは悲しいようです。 

◆いつもありがとうございます。先生方のおかげで私は安心して働くことができ、子ども達は楽しく登園するこ

とができています。野菜の栽培、収穫、実食など家ではなかなか通してさせてあげられない事を取り組んでく

ださっていて、とてもありがたく思っています。お友だちと園でやったから食べたから家でも頑張ってみる！

ということがたくさんあり日々成長しています。園や先生方の負担のないよう今後ともよろしくお願いします。 

◆園庭の遊具からジャンプし、着地に失敗したため怪我をしてきた日がありました。お迎えの際にすぐ担任の先

生が説明にきてくださいました。子どもを引き取り、さようならをするまで先生はいてくださったのですが、

私たち親子がしていた何気ない会話を覚えていてくださり、次の日の朝登園すると『○○ちゃん、昨日は何味

のアイス食べたの？』と聞きながら教室へ迎え入れてくれました。 

こんな風に些細な会話もきちんと拾ってもらえる先生がいるので、毎日安心して子どもを預けることができて

います。ありがとうございます。 

◆入園してまだ少しですのであまり分からないこともありますが、いつも安心して幼稚園に送り出すことができ

感謝しています。 

◆外遊びの際、ジャケットを脱がせて遊ばせてあげたいです。まだ思うように体を動かせない子供達にとって動

きにくいように思います。（怪我の元）（大人が上だけスーツ来てドッチボールしているようなもの） 

☆冬制服は、外気温に合わせて、着脱をしています。毎日洗濯をしてもじょうぶで、汚れもすぐ取れ乾きやすい

ので、清潔です。また、ゆったりしたサイズで着ているお子さんも多いので、動きを制限してはいないと思い

ます。中には、厚手のジャンバーを着てくるお子さんもいますが、子どもの活動では、冬制服ぐらいで調節す

るのがいいと思います。 

◆自分のクラスの親だけ挨拶して自分のクラスじゃない親に挨拶しない先生がいます。 

自分の子も自分のクラスじゃないからなのか挨拶したら何度か挨拶を返してくれなかったそうです。 



☆自分のクラスに限らず、挨拶は基本だと思います。気をつけます。 

◆いつも楽しく通わせていただいています。 

忙しい中でも園児一人一人に丁寧に対応して頂き、またわからないことがあってもすぐに調べて共有してくだ

さったりと感謝の日々です。 

◆先生方には子供に対していつも温かく接していただき感謝しております。担任の先生や担任ではない先生から

も、出会えた時には子どもの幼稚園での様子を教えていただけて嬉しく思っています。以前から送迎時の駐車

場や横断歩道でのことについて、幼稚園からも何度も注意喚起をして下さってはいますが、改善されていない

のではという出来事がありました。お迎えの際、保護者の方達が会話に夢中になっていて、子供が 1 人で駐車

場に走って行ってしまい、車と接触しそうになったのを見掛けヒヤリとしたことがあります。 

その時に保護者の方は子供に対してかなり怒っていましたが、叱る前に保護者の方が手を繋いで歩き、子ども

から目を離さなければよかったのではないかと思いました。朝の送りの際にも、グズって泣いている子どもを

横断歩道の手前に 1 人残し、保護者の方が先に横断歩道を渡って行ってしまう姿も見掛けたこともあります。 

なかなか横断歩道を渡らない子どもを待って停車してくださっている車もいましたが、その事にも保護者の方

は気に掛ける様子もありませんでした。幼稚園にお願いしたいことというよりは、保護者が子どもを安全に送

迎する意識をもっと持てたらいいのかなと思い、こちらに書かせていただきました。 

◆コパンのプールや鼓笛隊がなくなったり、2 年後に文化会館で発表会が無くなるのは仕方のないことですが、

それ目当てで入園希望する人もいると思うので、なくなってほしくないなとも思ってます。制服や体操服など

の服装は自由でも良い気がします。 

☆ご意見ありがとうございます。あまり着用しない夏ブラウスなど買わなくてもいいように今後に向けて体操服

の変更を検討させていただきたいと思います。制服・体操服については、最初の購入時には、費用はかかりま

すが、一度買えば、長く着られること、毎朝、どの服にしようかと悩む必要がなく、みんな同じ服なので、友

達の服を見て欲しがったり、うらやましく思う事もなく、毎日が過ごせるメリットもあると思います。 

◆いつも楽しい毎日を過ごしてニコニコで帰ってくる子どもを見るとすごく安心します。園での話を毎日教えて

くれるのですが、どれも楽しそうなことばかりで嬉しいです。本当にありがとうございます。来年からプールが

コパンではなくなってしまうのが子どもも私もとても残念に思っているところはあります。園での水遊びでその

代わりになるのかな？と心配も少しありますが、きっと先生方も色々と考えてくださっているかと思うので、子

どももそのように対応して楽しく過ごせたら良いなと思います。今後ともよろしくお願いします。 

◆コパンのプールは継続した方が良いと思います。または、園にもぐれるプールを設置してほしいです。プール

を嫌がる子が多いから辞めるのはまた違うような気がします。 

小学校の教員の立場から考えると、水に顔をつけたり、もぐる経験がない。または、少ないまま入学してくるの

は授業とのギャップがありすぎると思います。以前入園していたこばと保育園では毎日プールに入っていました。

幼少期に水に慣れたり、水にもぐる経験はとても大事だと思います。園にある施設では足首程度の水しかないの

で、検討していただきたいです。 

◆英語や太鼓、体操教室など、日常でなかなかできないことを何より楽しみながら経験できる良い環境だと思っ

てます。近年、鼓隊やコパンのプールがなくなるように、子どもや保護者、園の状況に合わせて様々の変化を

求められるのは理解しますが、それに対する保護者説明が遅すぎる、少なすぎるように感じることがあります。 

例えば給食で体質改善を目指すのであれば、コパンのように身体を鍛えられる機会をなぜ無くすのかと疑問に

思います。園のプールの回数を増やしても、泳ぐことはできませんよね？寒くなるといっても、集団生活のな

かで風邪を引くリスクは他にも沢山あると思うので。今後、私立園だからこそできる特色が薄れていってしま

わないことを願います。 

 

☆園での変更について、どうしてそうなったのかがわかりにくい、報告が遅いなどのご指摘があり申し訳



なく思います。コパンプールの終了や鼓隊の終了などは、数年前より園側の検討事項としてあがってい

て、保育内容の過密化や職員の状況などから判断して決めさせていただきました。コパンのプールなど、

楽しみにしているお子さんもいることは認識していましたが、今は、週２回コパンからの送迎ができて、

やりたいご家庭は気軽に利用できる環境が整ったことがあります。金曜日の保育活動では、英語とコパン

が重なっていて、バスに乗っての移動、体調不良で入らない子たちの見守り、プールから帰ってきてのす

ぐの英語や給食といつも時間に追われて、余裕のない日になっていました。では、コパンを別日にずらし

てはと言われるかもしれませんが、日常の保育がまわらなくなるので、コパンのプールを終了することに

させていただきました。ただ、私立ならではということで、コパンさんとお話をさせていただいて、長期

休暇期間に希望者に対して特別教室を開いてもらう計画を進めています。ご希望の方は、是非ご利用くだ

さい。 

 また、給食アンケートありがとうございました。集計結果は後日になりますが、皆様の貴重なご意見を

受け止めて新しいメニューを取り入れたり、子ども達がより楽しめるよう改善させていただきたいと思い

ます。 

 

 

 

 

 



 

 

 

提出期限　　令和　７年１２月２６日（金）

評価の段階　４：とてもそう思う　　３：ややそう思う　　２：あまり思わない　　１：まったく思わない

１．園経営等について (%)

№ 内　　　　容 4 3 2 1 無回答

1 教育方針 教育目標や園経営方針を意識して、教育活動に反映させている。 33 42 25 0

2 教育目標 目標は、前年度の反省を生かし、共通理解を図っている。 25 46 25 4

3 組織運営
園の方針に基づき、仕事の分掌に使命感と倫理観をもち、自分の特性を生かして指導に当たって
いる。 25 75 0 0

4
指導の工夫

改善
主体的な遊び（遊びたくなる・話を聞きたくなる・話したくなる等）人・自然・ものに関わる場を設定し、
充実感や満足感を得ることができる遊びや体験活動、環境構成を工夫している

17 67 16 0

5
定期的に点検活動を行い、迅速に報告または処理して、危機意識をもって園舎内外の安全管理に

努めている。
25 50 25 0

6 不審者等に対応する周到な配慮を行っている。 25 46 25 4

7
保険

安全指導
避難訓練・交通安全指導を、計画に基づいて適切に実施している。 50 42 8 0

8 指導計画は子ども達の実態に即して作成しているか。 33 37 8 0 22

9 健康・安全な生活に必要な習慣や態度育成のため、家庭への啓発を行っている。 29 63 0 0 8

10
自己肯定感を

育む指導
一人一人の園児の気持ちを受容し、共感しながら応答的にふれあう等、安心感や自信を持たせる

援助をしている。
38 54 4 0 4

11
発達の特性に
応じた指導

発達の特性に応じ個別の教育支援計画を活用し関係職員と共通理解し合い、個に応じてより適切

な支援を行っている
48 35 13 0 4

12 社会性の育成 人と関わる楽しさを味わい、自分の思いを伝えあう活動を工夫している。 50 42 8 0

13
基本的生活
習慣の指導

基本的な生活習慣（あいさつを交わす・衣服の着脱・排泄等）の自立を図るための指導をしている。 67 33 0 0

14
読書活動の

指導
貸出図書や園での読み聞かせ、チャレンジ週間等を活用し、本に興味を持ち、話の内容、言葉の
楽しさを味わい、友達また保護者と共有できるよう活動を行っている。 38 46 12 0 4

15 日課について 一日また週の流れは現行でよいか。 21 54 21 0 4

16 行事について 行事の種類や実施回数は適切か。 25 50 12 0 13

17 情報について 園児や保護者に対する個人情報を適切に取り扱っているか。 54 38 0 0 8

18
保育者の資質

について
自分の感情を把握し、受け入れたうえで、冷静にコミュニケーションしている。 29 63 8 0 0

19
保護者との

連携
園からの手紙やホームページ、インスタを通して家庭に情報提供するとともに、必要に応じて保護者
から相談を受けたり、意見や要望を受け入れたりすることができている。 29 46 21 0 4

20
地域との

連携
地域行事への活動に協力的であり、必要に応じて地域の意見や要望を取り入れている。 17 42 29 0 12

21
小学校との

連携
小学校との連絡会や交流会、接続期カリキュラムやチャレンジ７等を活用し、連携に努めている。 29 29 21 4 17

22 食育について 園児や職員の健康を考えて給食の提供や食育指導を行っている。 29 58 13 0

令和７年度　南さくら幼稚園自己評価結果（職員）

施設・設備の
安全管理

保育・教育
について



自己評価での自由記述 

◆ 休憩時間を取れる環境にして下さりありがとうございます。本当にノンコンタクトタイムありがたいです。

職員会のある日にクラスに入っている先生が、お昼の外当番になってしまうと丸一日休憩が取れないので、どう

にか対策していただきたいです。 

◆ 南さくららしさのある活動をこれからも継続していくためにも以上児・未満児共に余裕のある人員配置をお

願いします。また、給食をアピールしているのであれば、保護者に良さをもっと知ってもらう時間も大切だと思

います。（給食参観、親子で給食を楽しむ。ぼなぺてぃや講演会は来る人が限られるので、食べてもらう場を作

る。自分の子や他の子がどれだけ食べられるのか園でどのように食べているのか知る機会になったらと思いま

す。） 

 味佳先生の講演会・歯科衛生士の中村先生の講演会 食事内容も大切だけど基礎になる“食べ方”も大切だと思

うので、良さを知ることにつなげていけたら良いかな？と思いました。 

 日々の保育の質を高められるように他園との研修会があるとうれしいです。 

◆未満児と以上児を経験させていただいて思ったことは、どちらも違う大変さ、やりがいがあることです。 

年齢や発達段階に応じた関わり方の大切さを改めて学ぶことができました。日々の保育に取り組む中で園として

目指す子どもの姿（１番大切にしている目標）について十分理解しきれていないと自分自身感じています。改め

て何を目標にして保育をしていけば良いのかを教えていただきたいです。給食に力を入れていくなら、もっと子

ども達に教えていけることがあると思うので私も力を入れて保育していきたいです。 

◆今年度は畑で野菜を育てたり、自分たちで食材を使って調理をしたりと食育・体験が充実していて良かったと

思います。行事に向けて日々の生活の指導、集団遊びなど、たくさんの先生が努力してみえました。子ども達が

安心して健やかに成長できるよう、私も努力したいと思います。 

◆リーダー会のような話し合いの場が定期的にあると、保育の仕方や職員の意識が園目標に向かっていくように

感じていいなと思った。 

◆子どもの人数が減っていても毎年、保育教諭の負担が増えていっているように感じる。国の方針で市も保護者

支援をと言っているが、まず現場の先生の数を確保してからリフレッシュ休などで預けることを許可してほしい

と切実に感じた１年だった。朝・晩のシフトに入っている先生は有休をとりにくい状況があり、なんとか誰でも

気兼ねなく有休がとれる体制になるといいなと感じた。今いる人がどうにかやめないで続けられる環境になって

くれるといいなと切に願います。 

 体質改善給食だけで丈夫な体は手に入っているので午後のおやつはたまに市販のおやつなどを使って、調理員

さんも担任も負担が少しでも減らないかな？とちょっと思ってしまいました。手作りおやつは美味しいですが、

おにぎりの日は残食があったり、せっかく手間を掛けて作ってもらっているのに残してしまうのは、もったいな

いと思いました。 

◆今年度は支援の要る子どもが増え、これまでの経験や今までの保育のやり方（考え方）だけでは対応が難しい

場面がたくさんありました。もし、全体的に保育者の人数が増え、シフトの人数も増え、少しでも子どもと離れ

る時間（休憩等）を増すことが可能になったら、私の気持ちに余裕が生まれて、やりがいを持って仕事ができる

のか。ただ、どの園でも抱えている問題は変わらないと思うし、他の園の働き方に関して魅力を感じてはいませ

ん。南さくら幼稚園は人間関係もよく働きやすい場所だと感じているので長く続けたいです。そのために今後は

個人の努力や経験だけに頼るのではなく、職員会を通して他クラスの情報を共有し、色々な角度から解決策を話

し合える環境が増えたらいいなと思います。 

◆去年学んだ事を活かそうと日々保育をしました。もちろん活かせたことはありますが、今年は今年で去年とは

違った課題が出てきて、補助の先生に助けてもらいながら向き合っているところです。家庭支援の難しさ、現代

の流れ、考えに苦戦です。また、園内では人手不足などに直面しているので何か良い方向に進めばいいなと思っ



ています。 

◆育休から復帰し、パートになり、フリーとして毎日いろんなクラスに入り、子ども先生達と関われて新しい感

じですごく新鮮で自分的には良い経験でした。どのクラスの子ともある程度関われて、１つのクラスで担任をし

ている時より、色々な面で良いと思えたので、今までと働き方を変えてみて、良かったと思いました。週４日に

して１日休みがあることで、我が子との時間も大切にしたり、心に少しだけ余裕が持てたり・・・。すごく有難

い働き方でした。でも、我が子がもっとおおきかったらなぁ、もう少し働きたいなぁと思えるくらいこの職場が

好きだと思えるし、自分のリフレッシュになっています。 

◆家庭生活では気にならない行動が集団生活では小さな違和感として、保育教諭の目に映ることが何度かありま

した。保護者の方と違和感を共有できるとこれからの集団生活にプラスになっていくと感じています。 

◆悩む事も多いですが、私のできる事は何でも協力したいと思っています。子ども達と先生たちの笑顔の為にで

きる事を日々考えていきたいです。 

◆今年度は本当に忙しい１年でした。今まで経験したことのない仕事量でどうすればよいのか悩んだ時もありま

した。精神的にもつらい時もあり、時々不安定な時もありますが、この仕事が好きで、楽しいので何とか乗り切

れたらと思ってます。ただ、その分、家庭の方が疎かになる事も多々あるので、悩めるところです。給食室では

人数が足りない部分は助けてもらいながらもなんとか回っていますが、みんな身体的に限界に近い状態の中で仕

事をしています。園内でも人が足らず大変なのは私達だけではないのに助けてもらい有難く思っています。 

◆今年は特に個々の対応が必要な子が多い。職員間よく話し合い支援を考え、学年全体で対応が必要な子を見て

いけるようにした。今後も支援が必要な子が多いため、規定の保育教諭・子どもの数ではなく子どもの姿、様子

を見て担任の人数、クラス環境を考えていってほしい。 

考察 

こども園になり、未満児から以上児までいるものの生活リズムも違うので、活動は、未満児と以上児と分かれ

てしまう事が多いです。一つの園として機能するように職員の配置を見直し未満児・以上児どちらの保育も理解

できる職員を増やす、必要に応じて、以上児職員がサポートに入る体制をとっています。 

数年前から、このままでは、職員の負担が増えて疲弊してしまうと感じていました。世の中では、働き方改革

が話題になり始めたときでした。まだお泊まり保育が一般的だった時期から何とかできないかと検討し、デイキ

ャンプに変更したり、コロナ渦を機に 1 日かかっていた行事を半日にさせていただきました。行事内容も 3 密の

回避などで行動を制限されたこともあり、発表会での取り組む内容も変えていかなければ、いくら練習に励んで

も当日までに間に合わない事態に陥る可能性があったことから、鼓隊をなくす決断をさせていただきました。そ

れでも年長組を担う職員の負担が大きく、このままでは、年長組を引き受けてくれる職員がいなくなると心配し

ています。 

また、私立幼稚園だった頃にくらべて、こども園になり、2 号保育の増加で、朝早くから夕方遅くまで安心し

て子ども達が過ごせるよう職員配置をしていますが、結婚、出産というライフステージにかかる職員も増え、早

朝・夕方の職員配置が厳しくなる現状です。フルローテに入れる職員の減少、新任教員の補充も十分とはいかず、

人材紹介も使ってなんとかならないかと求人対応に明け暮れています。 

一日の流れも見直し、以上児ではできるだけ担任以外の職員が見守る中、全園児で遊ぶ時間を取り入れました。

これにより学年やクラスを超えた子ども同士の関わりが増え、担任の休憩時間やノンコンタクトタイムの確保に

もつながりました。未満児についても同様の取り組みができるよう方法を検討していきたいと思います。 

保護者の方には、南さくらの良さが減っているのでは？と心配していただき申し訳なく思っています。 

ネイティブの英語や専門講師による体育指導、和太鼓活動、運動会や発表会での取り組みから子ども達が頑張っ

て取り組み、披露すること、その姿を家族みんなで楽しんで喜んでもらうことで、自己肯定感を感じられる保育

をしたいという園の目標は感じてもらっていると思っています。職員も懸命に取り組んでいることをご理解いた



だき、行事など育友会のご協力もいただきながら、進んでいきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

関係者評価委員会                        

令和 8 年 3 月 26 日 １5：００〜１6：００ 

南さくら幼稚園 懇談室 

出席者 園長 馬場啓子、区長 高田雅明、主任児童委員 仲神倫子、桂川美奈子 

 

・自己評価の結果の内容が適切かどうか。 

一定数の無回答の人がいるが、どうしてかという質問に対して、保育補助や非常勤パートの中では、保育計画や

小学校への連携等で本人が携わっていないと判断される質問について無回答を選んでいる人がいることを説明

しました。 

・自己評価の結果を踏まえた今後の改善対策が適切かどうか。 

昨年度の ICT の導入がきっかけとなり、一日の流れを見直し、休憩時間やノンコンタクトタイムが取れるように

なったことで、職員にとって環境改善につながったことがうかがえる。 

次年度の課題としては、職員の多くが人手不足を感じていて、採用活動の困難さがうかがえる。厨房、以上児、

未満児と各部署において少しずつではあるが、人員の補充が進む中、職員負担が減ることを望む。 

・重点的に取り組むことが必要な目標や計画、評価項目が適切かどうか。 

去年と比べると給食や食育についての反対意見がずいぶん減った印象を受ける。それだけ給食や食育について、

理解が広がっている。 

・学校運営の改善に向けた取組が適切かどうか。 

園も職員や保護者の気持ちを汲む姿勢が感じられました。これからも地域の保育施設として頑張っていってほし

いと思います。 

 

 


